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　 ○一　般　質　問　　　　　　　　　　―　３Ｐ～ 
　 ○決算審査特別委員会
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【 令和７年度 補正 】
・一般会計補正予算
・国保事業特別会計補正予算
・国保施設事業特別会計補正予算
・介護保険事業特別会計補正予算
・後期高齢者医療事業特別会計補正予算
・簡易水道事業会計補正予算
・集落排水事業会計補正予算

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会　　
令
和
７
年
９
月
９
日
～
９
月
17
日

可

決

可

決

さ
れ
た

案

件

さ
れ
た

案

件

【 令和６年度 決算 】
・一般会計歳入歳出決算
・国保事業特別会計歳入歳出決算
・国保施設事業特別会計歳入歳出決算
・介護保険事業特別会計歳入歳出決算
・後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算
・簡易水道事業会計決算
・集落排水事業会計決算
　※ 決算審査特別委員会決算報告（抜粋）は
　　 8 ～ 9 Ｐに掲載。

【 条 例 】
・宇検村森林環境譲与税基金に関する条例の制定について
・宇検村山林運営基金条例の一部を改正する条例について
・宇検村報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について
・宇検村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
・宇検村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

【 その他 】・物品売買契約について　

【 答 申 】

【 同 意 】

・人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて

・宇検村教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて

令和７年第１回令和７年第１回臨時会臨時会

【 令和７年度 補正 】 ・一般会計補正予算

【 その他 】 ・工事請負契約について
・工事請負変更契約について
・物品売買契約について　

令和７年 10 月 6 日（月）

主 な 一 般 会 計 補 正 内 容主 な 一 般 会 計 補 正 内 容

タエン地区農業用排水路緊急浚渫事業

１２，０００千円

宇 検 川 補 修 工 事

２０，０００千円

学校施設及び社会体育施設等修繕費

７，０００千円

交通空白解消事務委託料
（ ド ラ イ バ ー 報 酬 分 ）

１１，７００千円

赤土山バイパス看板移設 ２箇所
６００千円
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議
会
は
、
村
の
予
算
や
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
大
切
な
場
で
す
。

議
会
は
、
村
の
予
算
や
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
大
切
な
場
で
す
。
○○  

定
員
（

定
員
（
2626
名
）
の
範
囲
内
で
、ど
な
た
で
も
自
由
に

名
）
の
範
囲
内
で
、ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
傍
聴
で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。

○○  

受
付
票
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

受
付
票
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

６
P

令和７年第３回定例会

一 般 質 問一 般 質 問

一般質問？
えーっと．．．。

一 般 質 問
議員が、村長や執行部に行政の執行状況、
課題、今後の方針などを質問する場であり、
住民の声を届ける重要な機会です。質問の
みならず、意見を伝えることもできます。

吉永 常明（ ﾖｼﾅｶﾞﾂﾈｱｷ ）　議員吉永 常明（ ﾖｼﾅｶﾞﾂﾈｱｷ ）　議員

７
倉本 富夫 （ クラモトトミオ ）　議員倉本 富夫 （ クラモトトミオ ）　議員川上 真理（ カワカミマリ ）　議員川上 真理（ カワカミマリ ）　議員

P

５ PP

９月９日（火）

４

肥後 充浩（ ヒゴミツヒロ ）　議員肥後 充浩（ ヒゴミツヒロ ）　議員

ラライ ド シ ェ ア

実 証 運 行 に つ い て 問 う

農 農 業 用 水 施 設 の

　　　　維 持 管 理 は

ソソバ 実 証 実 験 の

　　　今後の見通しは
村村内河川護岸の

危険個所の調査と改善を

次 回 定 例 会 の お 知 ら せ

令和 7 年第４回定例会開催は、

１２月８日の週
からを予定しています。
開会予定時刻は 9 時３０分です。

会期日程等については、12 月第 1 週に
宇検村 HP にて掲載いたしますので、ご
確認ください。



うけん村議会だより No.178 4

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
頂
け
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

（
吉
永
）
予
約
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
ア
プ
リ
予
約
ま
た
は
、
ケ
ン
ム
ン
の

館
に
電
話
す
る
予
約
方
法
が
あ
る
。
電
話
予

約
に
つ
い
て
は
前
日
17
時
ま
で
。
ア
プ
リ
予

約
に
つ
い
て
は
当
日
の
１
時
間
前
ま
で
に
予

約
し
て
い
た
だ
く
。

（
吉
永
）
島
バ
ス
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
廃
止
で
は
な
く
休
止
と
い
う
申
し
出

が
あ
っ
た
。

（
吉
永
）
少
子
化
対
策
の
中
の
親
子
山
村
留
学

制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

（
教
育
長
）
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
２
校
区
の

活
性
化
対
策
委
員
会
と
引
き
続
き
連
携
を
密

に
行
い
、
改
善
を
図
り
な
が
ら
継
続
し
て
い

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
吉
永
）
名
柄
校
区
は
住
宅
不
足
で
留
学
生
受

け
入
れ
を
中
止
し
て
い
る
が
、
今
後
の
村
内

の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
欲
し
い

と
思
う
が
。

（
村
長
）
活
性
化
委
員
会
の
皆
さ
ん
や
村
民
の

皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
協
議
し
な
が
ら
対
策
を

練
っ
て
い
き
た
い
。

（
企
観
課
）
70
歳
以
上
の
高
齢
者
は
無
料
と
な

る
。

（
吉
永
）
ド
ラ
イ
バ
ー
報
酬
に
つ
い
て
伺
う
。

（
企
観
課
）
宇
検
村
か
ら
支
払
う
形
。

（
吉
永
）
補
助
金
を
使
っ
て
の
報
酬
な
の
か
、

村
単
独
で
出
す
の
か
。

（
企
観
課
）
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助

金
に
は
該
当
し
な
い
た
め
、
村
単
独
に
な
る
。

（
吉
永
）
路
線
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
基
本
的
に
村
内
の
希
望
す
る
場
所
か

ら
希
望
す
る
場
所
ま
で
の
運
行
と
な
る
。
名

瀬
市
街
地
へ
の
運
行
は
、
月
曜
日
と
木
曜
日

の
週
２
回
。
停
留
個
所
に
つ
い
て
は
県
立
大

島
病
院
、
徳
洲
会
病
院
、
イ
オ
ン
、
名
瀬
郵

便
局
前
、
奄
美
中
央
病
院
、
医
師
会
病
院
の

６
ヶ
所
と
な
っ
て
い
る
。

（
吉
永
）
高
校
生
の
通
学
に
つ
い
て
も
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
活
用
す
る
の
か
。

（
企
観
課
）
島
バ
ス
の
宇
検
～
新
村
線
は
通
常

通
り
。
屋
鈍
線
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
活
用
。
ま
た
、
名
瀬
か
ら
の
最
終
便
へ

の
つ
な
ぎ
と
し
て
新
村
～
湯
湾
線
を
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
で
運
行
。

（
吉
永
）
島
バ
ス
利
用
者
へ
の
告
知
は
。

（
企
観
課
）
住
民
説
明
会
を
行
っ
た
。
今
後
、

様
々
な
機
会
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
仕
組
み
を

③
14
時
～
17
時
、
④
18
時
～
21
時
20
分
と
４

つ
に
分
け
て
い
る
。
予
約
が
近
い
時
間
に
重

な
る
場
合
は
、
乗
り
合
い
を
調
整
す
る
た
め

最
高
20
分
の
乗
降
の
ズ
レ
が
生
じ
る
場
合
が

あ
る
。

（
吉
永
）
通
常
の
運
行
以
外
に
、
名
瀬
に
行
き

た
い
場
合
の
対
応
は
。

（
企
観
課
）
湯
湾
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
島

バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
。
ま
た
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
で
は
、
名
瀬
ま
で
週
に
２
回
運
行
。
直
行

で
名
瀬
に
行
き
た
い
方
は
利
用
を
。

（
吉
永
）
運
行
車
両
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
国
に
よ
る
交
通
空
白
解
消
事
業
補
助

金
に
よ
り
、
車
両
を
４
台
準
備
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
所
有
す
る
車
両
が

14
台
、
乗
車
人
数
が
多
い
時
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
役
場
所
有
の
バ
ス
と
ハ
イ
エ
ー
ス
、

リ
ー
フ
も
使
用
で
き
る
よ
う
登
録
予
定
。

（
吉
永
）
一
般
の
自
家
用
車
の
保
険
に
つ
い
て

伺
う
。

（
企
観
課
）
自
賠
責
は
個
人
が
か
け
て
い
た
だ

く
が
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
保
険
は
宇
検
村
が

か
け
る
。

（
吉
永
）
１
エ
リ
ア
の
移
動
が

200
円
、
屋
鈍
か

ら
湯
湾
ま
で

600
円
だ
が
高
齢
者
の
料
金
は
ど

う
な
る
の
か
。

（
吉
永
）
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
村
内
を
５
つ
の
エ
リ
ア
に
区
分
し
、

時
間
帯
を
４
つ
の
シ
フ
ト
に
分
け
て
運
行
。

１
シ
フ
ト
に
常
に
２
名
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
確

保
し
て
実
証
運
行
を
行
う
予
定
。
久
志
エ
リ

ア
１
人
、
芦
検
・
田
検
エ
リ
ア
６
人
、
湯
湾

エ
リ
ア
14
人
、
名
柄
エ
リ
ア
３
人
、
阿
室
エ

リ
ア
４
人
、
合
計
28
人
。

（
吉
永
）
久
志
エ
リ
ア
は
１
人
だ
が
、
対
応
は
。

（
企
観
課
）
他
所
の
校
区
か
ら
派
遣
す
る
予
定
。

（
吉
永
）
予
約
が
入
れ
ば
、
１
人
で
も
運
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
だ
と
思
う
が
。

（
企
観
課
）
１
人
で
も
運
行
す
る
。
ま
た
20
分

お
き
の
予
約
の
た
め
、
乗
り
合
い
で
移
動
し

て
い
た
だ
く
形
に
な
る
。

（
吉
永
）
運
行
時
間
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
①
６
時
～
９
時
、
②
10
時
～
13
時
、 吉永　常明  議員

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

　
　
　

実
証
運
行
に
つ
い
て

　
　
　

実
証
運
行
に
つ
い
て
問
う
問
う

／／
1010
月
１
日
よ
り
実
証
運
行

月
１
日
よ
り
実
証
運
行ﾖｼﾅｶﾞﾂﾈｱｷ

少

子

化

対

策

少

子

化

対

策



（
肥
後
）
実
証
運
行
の
全
体
計
画
は
。

（
村
長
）
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

２
月
27
日
ま
で
実
証
運
行
を
行
う
。

（
肥
後
）
現
在
運
行
中
の
島
バ
ス
の
運
行
休
止

は
あ
る
の
か
。

（
村
長
）
屋
鈍
～
湯
湾
ま
で
の
全
便
、
週
２
便

の
宇
検
～
石
良
の
便
が
休
止
に
な
る
。

（
肥
後
）
車
両
の
始
業
・
安
全
点
検
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
て
い
る
か
。

（
企
観
課
）
公
用
車
で
使
用
し
て
い
る
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
で
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

（
肥
後
）
電
話
で
の
予
約
受
付
は
。

（
企
観
課
）
ケ
ン
ム
ン
の
館
で
午
後
５
時
ま
で

受
け
付
け
て
い
る
。

（
肥
後
）
駐
車
場
や
外
構
施
設
の
完
成
予
定
は
。

（
村
長
）
外
構
整
備
と
駐
車
場
の
発
注
計
画
を

９
月
末
と
し
て
い
る
。
完
成
は
、
年
内
を
目

指
す
。

（
肥
後
）
駐
車
場
の
進
入
口
は
ど
こ
な
の
か
。

（
保
福
課
）
歯
科
側
の
県
道
よ
り
進
入
し
、
出

口
は
河
川
の
方
へ
行
く
。
一
方
通
行
で
計
画

し
て
お
り
、
一
般
車
15
台
と
救
急
車
用
１
台

（
肥
後
）
令
和
５
年
度
よ
り
行
っ
て
い
る
ソ
バ

の
実
証
実
験
だ
が
、
現
在
の
状
況
は
。

（
村
長
）
令
和
５
年
秋
植
え
は
収
穫
が
で
き
た

が
、
令
和
６
年
春
植
え
で
は
収
穫
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
実
証
栽
培
は
行
っ

て
い
な
い
。
今
後
は
、
県
と
も
協
議
し
検
討

す
る
。

（
肥
後
）
３
年
目
に
入
っ
て
、
植
え
付
け
空
白

時
期
が
あ
る
。
７
年
度
で
結
果
を
出
し
て
も

い
い
の
で
は
。

（
産
振
課
）
今
年
度
の
春
蒔
き
ま
で
の
実
証
で

結
果
を
ま
と
め
て
今
後
判
断
す
る
。

（
肥
後
）
今
年
度
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
苗
の
供
給
と

注
文
数
は
。

（
村
長
）
全
体
で
１
，
２
０
０
本
を
依
頼
し
調

達
し
て
い
る
。
村
内
で
１
，
０
０
０
本
、
近

隣
市
町
村
で
２
０
０
本
購
入
予
定
。

（
肥
後
）
今
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し

て
マ
ン
ゴ
ー
は
あ
っ
た
の
か
。

（
企
観
課
）
今
回
は
登
録
が
な
か
っ
た
。

（
肥
後
）
各
地
区
の
農
業
用
水
施
設
の
経
過
年

数
は
。

（
村
長
）
施
設
に
つ
い
て
、
相
当
年
数
が
経
過

し
て
い
る
。
送
水
管
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て

は
30
年
を
超
え
る
地
区
は
６
地
区
あ
る
。
今

後
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
導
入
に

よ
る
補
修
、
更
新
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

の
予
定
。

（
肥
後
）
２
日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
村
外
か

ら
の
参
加
人
数
は
。

（
村
長
）
10
月
25
日

（土）
は
９
時
か
ら
開
催
。
基

調
講
演
や
保
全
活
動
の
報
告
、
子
ど
も
達
の

活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
26
日
に
は
、
サ
ミ
ッ

ト
開
催
国
や
加
盟
自
治
体
に
よ
る
サ
ミ
ッ
ト

宣
言
が
行
わ
れ
る
。
参
加
者
は
海
外
22
名
、

自
治
体
関
係
63
名
、
一
般
参
加
者

130
名
で

500

名
超
え
の
予
定
。

【
そ
の
他
質
問
】

・
捨
て
土
場
に
つ
い
て

うけん村議会だより No.1785

肥後　充浩  議員

農
業
用
水
施
設
の
維
持
管
理
は

農
業
用
水
施
設
の
維
持
管
理
はﾋｺﾞ  ﾐﾂﾋﾛ

ラ

イ

ド

シ

ェ

ア

ラ

イ

ド

シ

ェ

ア

サ
シ
バ
サ
ミ
ッ
ト

サ
シ
バ
サ
ミ
ッ
ト

宇
検
診
療
所

宇
検
診
療
所

ストックマネジメントＱ．
公共インフラなどの既存施設（ストック）を、
長期的に計画的かつ効率的に管理・維持する
手法。施設の状態を定期的に診断し、劣化予
測に基づいて必要な修繕や更新を最適なタイ
ミングで行うことで、施設の長寿命化を図り、
ライフサイクルコストを削減することを目的
としている。主に農業水利施設や下水道、道路、
橋梁などの社会インフラで用いられる。

／
補
修
・
更
新
に
つ
い
て

／
補
修
・
更
新
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

検
討
し
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　

検
討
し
て
い
き
た
い

▲ ソ バ 春 植 え の 様 子
（令和６年２月・芦検地区）

▲①歯科側から進入し駐車場へ▲①歯科側から進入し駐車場へ

▲②河川側出口へ出る一方通行▲②河川側出口へ出る一方通行
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悪
い
の
で
作
業
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な

い
。
随
時
、
圃
場
の
状
態
を
確
認
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

（
倉
本
）
こ
れ
ま
で
通
り
新
植
農
家
に
は
無
料

配
布
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

（
産
振
課
）
今
年
度
か
ら
生
産
農
家
に
種
を
無

料
配
布
し
て
い
る
。

（
倉
本
）
村
内
の
公
共
施
設
が
記
載
さ
れ
て
い

る
資
料
を
見
る
と
経
過
年
数
が
40
年
か
ら
50

年
近
く
な
っ
て
い
る
建
物
が
あ
る
。
今
後
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

（
村
長
）
令
和
３
年
に
宇
検
村
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
策
定
し
、
長
期
的
な
視
点
で

更
新
や
統
廃
合
、
長
寿
命
化
を
進
め
る
方
針

と
こ
ろ
で
決
定
し
た
。
面
積
に
つ
い
て
は
場

所
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
と

決
ま
っ
て
い
な
い
。

（
倉
本
）
管
理
し
や
す
い
場
所
に
す
る
の
は
と

て
も
良
い
と
思
う
が
、
植
付
け
を
す
る
と
き

に
悪
天
候
が
続
き
、
植
付
け
困
難
な
場
合
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。。

（
産
振
課
）
現
段
階
で
は
10
月
植
付
け
予
定
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
令
和
７
年
秋
植
え
と
令

和
８
年
春
植
え
の
ほ
う
で
成
果
を
見
る
予
定
。

（
倉
本
）
今
年
３
年
目
で
収
穫
が
１
回
、
実
験

結
果
と
し
て
デ
ー
タ
も
取
れ
て
い
な
い
と
い

う
状
況
。
今
後
も
引
き
続
き
ソ
バ
実
証
実
験

を
お
こ
な
う
の
か
。

（
産
振
課
）
令
和
５
年
か
ら
実
証
し
て
い
る
事

業
で
あ
り
、
今
後
の
結
果
に
よ
っ
て
判
断
し

て
い
き
た
い
。

（
倉
本
）
夏
植
え
分
は
足
り
て
い
る
の
か
。

（
村
長
）
今
年
度
の
夏
植
え
種
苗
の
申
込
件
数

は
４
件
で
面
積
は

130
ａ
を
予
定
し
て
い
る
。

村
内
農
家
よ
り
調
達
し
て
お
り
十
分
に
確
保

で
き
る
状
況
。
ま
た
植
付
け
作
業
に
つ
い
て

は
現
在
、
機
械
化
に
よ
る
推
進
を
図
っ
て
い

る
が
降
雨
に
よ
り
圃
場
が
ぬ
か
る
み
状
態
が

（
倉
本
）
ソ
バ
実
証
栽
培
の
計
画
及
び
今
後
の

対
応
は
。

（
村
長
）
令
和
５
年
秋
植
え
は
一
定
量
の
収
穫

が
あ
っ
た
。
令
和
６
年
春
植
え
は
気
候
条
件

の
影
響
を
受
け
収
穫
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
令

和
６
年
秋
以
降
の
植
付
け
は
し
て
い
な
い
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
成
果
と
課
題
を
整
理
の

う
え
、
県
農
業
試
験
場
等
と
い
っ
た
関
係
機

関
と
連
携
し
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い

く
。

（
倉
本
）
今
年
度
は
10
月
に
秋
植
え
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
場
所
と
面
積
は
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
。

（
産
振
課
）
候
補
地
と
し
て
は
湯
湾
の
干
拓
近

辺
で
考
え
て
い
る
。
理
由
と
し
て
は
前
回
、

阿
室
に
な
っ
て
い
た
が
日
照
時
間
等
の
問
題

が
あ
っ
た
。
管
理
の
し
や
す
い
環
境
と
い
う 倉本　富夫  議員

ｸﾗﾓﾄ　ﾄﾐｵ

ソ
バ
実
証
実
験
の

ソ
バ
実
証
実
験
の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

今
後
の
見
通
し
は

今
後
の
見
通
し
は

／
農
業
試
験
場
等
の
関
係
機
関
と

／
農
業
試
験
場
等
の
関
係
機
関
と

　
　
　
　

　
　
　
　

連
携
、
検
証
し
て
い
く

連
携
、
検
証
し
て
い
く

サ
ト
ウ
キ
ビ
種
苗

サ
ト
ウ
キ
ビ
種
苗

耐
用
年
数
を
超
え
た
公
共
施
設

耐
用
年
数
を
超
え
た
公
共
施
設

を
定
め
て
い
る
。
施
設
ご
と
の
具
体
的
な
方

向
性
を
示
す
個
別
施
設
計
画
は
今
年
度
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
、
修
繕
や
更
新
を
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
で
財
政
負
担
を
平
準
化
し
つ

つ
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
施
設
管
理
を
進

め
て
い
く
。

（
倉
本
）
現
段
階
で
補
修
等
や
修
理
対
応
等
が

必
要
な
順
に
つ
い
て
伺
う
。

（
総
務
課
）
現
在
、
見
直
し
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
10
年
計
画
で
進
め
て
い
る
が
、
腐
食
や

劣
化
の
度
合
い
に
よ
っ
て
は
、
５
年
で
見
直

さ
な
い
と
い
け
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
慎

重
に
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

【
そ
の
他
質
問
】

・
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
に
つ
い
て

▲サトウキビ種苗

▲建替を予定している須古公民館（令和９年度着工予定）



7 うけん村議会だより No.178

大
き
く
な
っ
た
。
補
正
予
算
で
計
上
す
る
。

（
川
上
）
田
検
川
に
つ
い
て
は
住
民
か
ら
護
岸

吸
出
し
の
通
報
が
さ
れ
て
い
る
が
、
報
告
書

で
は
規
模
は
小
規
模
と
の
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
コ
ス
ト
を
抑
え
て
事
故
や
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
は
、
事
前
の
予
防
策
、
迅
速

な
対
応
が
必
要
と
の
答
弁
の
通
り
、
住
民
の

不
安
を
取
り
除
く
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
頂

き
た
い
。

(

建
設
課)

再
度
、
現
場
を
確
認
し
て
い
き
た

い
。

（
川
上
）
自
衛
官
募
集
に
対
す
自
治
体
の
協
力

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

（
村
長
）
①
対
象
者
情
報
の
提
供
、
②
自
衛
官

募
集
に
関
す
る
窓
口
の
対
応
、
③
庁
舎
内
へ

の
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
掲
示
、
④

広
報
誌
へ
の
掲
載
な
ど
。

（
川
上
）
協
力
内
容
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
伺

う
。

（
村
長
）
自
衛
隊
法
第
九
十
七
条
に
お
い
て
、

募
集
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
う
と
規
定
。

ま
た
自
衛
隊
法
施
行
令
第
百
二
十
条
に
お
い

て
、
防
衛
大
臣
は
、
こ
の
募
集
に
関
し
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事

妥
当
性
、
優
先
度
の
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

（
建
設
課
）
地
域
へ
の
影
響
、
規
模
の
大
き
さ
、

そ
し
て
緊
急
性
で
優
先
順
位
を
決
め
て
い
る
。

（
川
上
）
生
勝
集
落
に
つ
い
て
、
報
告
書
で
は

「
草
木
の
繁
茂
」
と
の
み
記
載
が
あ
る
が
、
現

地
は
川
底
に
大
き
な
石
が
転
が
り
、
土
砂
吸

出
し
と
見
ら
れ
る
個
所
や
護
岸
部
分
の
一
部

崩
れ
な
ど
至
る
所
に
危
険
個
所
が
み
ら
れ
た
。

ま
た
草
木
の
繁
茂
の
影
響
で
大
水
が
出
た
際

は
水
が
流
れ
ず
溢
れ
、
集
落
内
に
流
れ
出
す

と
の
こ
と
。
報
告
書
と
は
明
ら
か
に
乖
離
が

あ
る
状
態
だ
が
、
把
握
し
て
い
る
か
。

（
村
長
）
調
査
内
容
の
乖
離
に
つ
い
て
は
、
再

度
調
査
を
行
い
、
優
先
順
位
を
決
め
て
や
っ

て
い
き
た
い
。

（
川
上
）
宇
検
川
に
つ
い
て
、
当
初
７
月
着
工

と
の
話
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
当
初
予
算
で
は

100
万
円
の
み
の
計
上
。
住
民
に
聞
け
ば
１
年

前
か
ら
あ
の
状
態
で
、
２
～
３
年
前
か
ら
下

地
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
現
場
の
状
態
と
当

初
予
算
と
の
乖
離
が
あ
り
す
ぎ
る
。
役
場
職

員
が
一
番
危
機
感
を
感
じ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

（
建
設
課
）
当
初
予
算
を
組
ん
だ
際
は
、
舗
装

に
亀
裂
が
入
っ
た
状
態
で
舗
装
の
や
り
替
え

を
計
画
し
て
い
た
。
今
年
度
に
な
り
陥
没
が

（
川
上
）
村
内
の
河
川
護
岸
の
危
険
個
所
に
つ

い
て
、
現
状
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

（
村
長
）
今
年
度
は
崩
落
や
浸
食
が 

進
行
し
て

い
る
９
河
川
の
補
修
を
計
画
。
現
在
、
比
較

的
規
模
の
大
き
い
２
件
の
工
事
発
注
を
行
い
、

う
ち
１ 

件
は
工
事
が
完
了
。
残
り
７
件
に
つ

い
て
も
早
急
に
補
修
工
事
を
完
了
し
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

（
川
上
）
年
度
当
初
に
担
当
課
に
よ
る
危
険
個

所
調
査
が
実
施
さ
れ
、
立
木
・
雑
木
の
伐
採
、

除
去
の
検
討
個
所
が
７
ヶ
所
。
草
木
の
繁
茂

が
２
ヶ
所
あ
る
が
検
討
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

（
建
設
課
）
予
算
に
応
じ
て
来
年
度
で
も
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
る
。

（
川
上
）
各
集
落
と
も
人
口
の
減
少
と
高
齢
化

が
す
す
み
、
こ
れ
ら
の
除
去
に
手
が
回
ら
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
除
去
の
必
要
性
と 川上　真理  議員

や
市
町
村
に
対
し
必
要
な
報
告
や
資
料
の
提

出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
。

（
川
上
）
対
象
者
情
報
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

を
。

（
総
務
課
）
18
歳
と
22
歳
の
氏
名
・
住
所
、
出

生
年
の
情
報
を
紙
ベ
ー
ス
で
提
供
し
て
い
る
。

（
川
上
）
住
民
基
本
台
帳
の
３
情
報
を
提
供
す

る
に
あ
た
り
、
個
人
へ
の
確
認
は
取
っ
て
い

る
の
か
。

（
総
務
課
）
多
く
の
自
治
体
で
法
令
を
根
拠
に

判
断
し
て
い
る
。
ま
た
個
人
情
報
保
護
法
の

改
正
も
あ
り
、
個
人
か
ら
の
同
意
は
求
め
て

い
な
い
。

（
川
上
）
個
人
の
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
自

治
体
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

あ
る
自
治
体
で
は
訴
訟
も
起
こ
っ
て
い
る
。

最
低
で
も
本
人
の
同
意
を
得
、
本
人
が
希
望

し
な
い
場
合
は
、
除
外
の
対
応
を
と
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

（
村
長
）
近
隣
市
町
村
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
除

外
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
た
め
、
ま
ず
は
除
外
申
請
か
ら
始
め
て
い

き
た
い
。

【
そ
の
他
質
問
】

・
通
勤
流
動
者
の
村
内
居
住
の
推
進
に
つ
い
て

ｶﾜｶﾐ   ﾏﾘ

村
内
河
川
護
岸
の
危
険
個
所
の

村
内
河
川
護
岸
の
危
険
個
所
の

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

調
査
と
改
善
を

調
査
と
改
善
を

自
衛
官
募
集
へ
の
対
応
は

自
衛
官
募
集
へ
の
対
応
は

／
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

／
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　

　
　
　

環
境
の
整
備
を
進
め
る

環
境
の
整
備
を
進
め
る

か
い
り

か
い
り
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令
和
６
年
度　

宇
検
村　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計　

決
算
審
査
報
告
（
抜
粋
）

令
和
６
年
度　

宇
検
村　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計　

決
算
審
査
報
告
（
抜
粋
）

決 算 審 査 特 別 委 員 会
　　　　　   ｳﾅﾊﾞﾗ　  ﾀｶﾔ
委 員 長　 海 原　 隆 家

《
一
般
会
計
》

　

歳
入
決
算
総
額
47
億
２
，

８
３
８
万
６
千
円
で
主
な
内
訳
は

自
主
財
源
11
億
１
，１
３
１
万
４
千

円
で
23
．
５
％
、
依
存
財
源
は

36
億
１
，
７
０
７
万
２
千
円
で
76
．

５
％
、
令
和
６
年
度
の
繰
越
金
は

５
億
３
，９
８
０
万
７
千
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

村
税
に
つ
い
て
は
、
現
年
度

の
徴
収
率
が
98
．
６
％
と
な
っ

て
お
り
、
収
入
未
済
額
は
村
民

税
が
23
万
８
千
円
、
固
定
資
産

税
が
２
３
０
万
１
千
円
の
総
額

２
５
３
万
９
千
円
で
あ
り
、
不

納
欠
損
額
は
固
定
資
産
税
の

33
万
４
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
税
外
収
入
で
の
収

入
未
済
額
は
、
住
宅
使
用
料
が

６
６
０
万
７
千
円
で
あ
り
前
年
度

よ
り
62
万
円
減
少
し
て
い
る
が
、

滞
納
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
村
民

の
公
平
公
正
な
観
点
か
ら
も
適
正

な
徴
収
対
策
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
強
く
望
み
ま
す
。

　

歳
出
決
算
総
額
は
44
億
６
，

７
７
９
万
２
千
円
で
、
内
訳
は
義

務
的
経
費
14
億
１
，
９
２
７
万
円

で
前
年
度
比
４
，
０
９
０
万
６
千

円
の
増
、
投
資
的
経
費
13
億
７
，

８
０
１
万
１
千
円
で
前
年
度
比

６
億
７
，
８
１
１
万
３
千
円
と

大
幅
に
増
、
そ
の
他
物
件
費
等

は
16
億
７
，
０
５
１
万
１
千

円
で
前
年
度
比
３
億
５
，

１
１
３
万
９
千
円
の
増
で
、
本
年

度
歳
出
総
額
は
前
年
度
比
10
億
７
，

０
１
５
万
８
千
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

《
特
別
会
計
》

　

４
特
別
会
計
歳
入
決
算
総

10
億
２
，
５
２
３
万
１
千
円

で
、
歳
出
決
算
総
額
９
億
５
，

０
４
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
保
事
業
に
お
い
て
の
歳
入
決

算
額
２
億
６
，
１
０
２
万
７
千
円
、

前
年
度
比
４
，
８
９
４
万
５
千

円
増
、
歳
出
決
算
額
は
２
億
５
，

６
７
４
万
３
千
円
、
前
年
度
比
４
，

８
３
１
万
２
千
円
増
で
、
主
に
保

険
給
付
費
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
税
の
徴
収
率
は
、
92
．

１
％
で
、
前
年
度
よ
り
3.3
％
低
下

し
て
お
り
、
収
入
未
済
総
額
は

２
１
３
万
２
千
円
で
あ
り
、
前
年

度
よ
り
83
万
３
千
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
今
後
一
般
会
計
と
同
様
に
、

全
庁
的
な
徴
収
の
取
り
組
み
を
求

め
ま
す
。

　

国
保
施
設
事
業
に
お
い
て

の
歳
入
決
算
額
は
４
億
２
，

８
９
２
万
４
千
円
、
前
年
度

比
２
億
３
９
５
万
７
千
円

増
、
歳
出
決
算
額
は
３
億
８
，

７
５
７
万
８
千
円
、
前
年
度
比

１
億
８
，
２
３
１
万
円
増
で
、
主

に
診
療
所
建
設
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
お
い
て

の
歳
入
決
算
額
は
２
億
８
，

４
７
８
万
８
千
円
、
前
年
度
比

８
４
４
万
７
千
円
減
、
歳
出
決
算

額
は
２
億
５
，
５
７
８
万
８
千
円
、

前
年
度
比
２
，
２
５
７
万
５
千
円

減
で
、
主
に
保
険
給
付
費
が
減
少

し
て
お
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に

お
い
て
の
歳
入
決
算
額
は
５
，

０
４
０
万
２
千
円
、
前
年
度
比

40
万
８
千
円
増
、
歳
出
決
算
額
は

５
，
０
３
３
万
１
千
円
、
前
年
度

比
56
万
９
千
円
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
来
、
特
別
会
計
は
独
立
採
算

が
原
則
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
が
多
く
、

一
般
会
計
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
長
期

的
な
計
画
や
抜
本
的
な
対
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

《
公
営
企
業
会
計
》

　

簡
易
水
道
事
業
・
集
落
排
水
事

業
会
計
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
公
営
企
業
会
計
に
移
行
し

運
営
方
法
が
変
更
と
な
っ
た
た
め
、

前
年
度
と
の
比
較
対
象
と
は
な
ら

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
水
道
使

用
料
、
集
落
排
水
使
用
料
は
、
他

会
計
同
様
に
村
民
の
公
平
公
正
な

観
点
か
ら
も
、
適
正
な
徴
収
を
望

む
と
共
に
、
集
落
排
水
事
業
に
お

い
て
は
、
加
入
率
の
向
上
に
努
め

て
い
た
だ
き
、
抜
本
的
な
対
策
を

求
め
ま
す
。

《
主
な
意
見
・
質
疑
》

・
税
、
使
用
料
な
ど
、
発
生
か
ら
消

滅
ま
で
適
正
に
管
理
し
、
確
実
な

回
収
を
図
る
た
め
の
、
債
権
管
理

条
例
の
制
定
も
必
要
で
は
な
い
か
。

・
種
キ
ビ
の
需
要
を
し
っ
か
り
見
込

み
、
情
報
収
集
や
農
家
ま
わ
り
を

し
て
ほ
し
い
。

・
補
正
で
安
易
な
予
算
を
計
上
す
る

の
で
は
な
く
、
当
初
予
算
に
お
い

て
厳
正
厳
格
な
予
算
立
て
を
望
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

《
審
査
の
結
果
》

　

令
和
６
年
度
決
算
は
概
ね
所
期

の
目
的
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
た
と

評
価
し
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
92
．
９
％
、
実

質
公
債
費
比
率
9.4
％
、
前
年
度
比

0.1
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
将
来

負
担
率
は
０
％
で
あ
り
ま
す
が
、

財
政
健
全
化
に
向
け
て
尚
一
層
の

努
力
を
切
望
し
ま
す
。
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令和６年度 令和５年度 比　　較

決算額 決算額 増減額 増減率

１．　村　　税 198,577 138,193 60,384 43.7

２． 地 方 譲 与 税 22,383 21,639 744 3.4

３．利子割交付金 61 45 16 35.6

４． 配 当 割 合
　　  交 付 金 720 539 181 33.6

５． 株 式 等 譲 渡
　　  所得割交付金 1,000 658 342 52.0

６． 法 人 事 業 税
　 　 交 付 金 3,024 2,641 383 14.5

７． 地 方 消 費 税
　 　 交 付 金 41,883 40,453 1,430 3.5

８．自動車税環境
　　性能割交付金 1,564 1,274 290 22.8

９． 地 方 特 例
　　  交 付 金 6,102 298 5,804 1947.7

10． 地 方 交 付 税 1,971,201 2,048,104 -76,903 -3.8

11．交通安全対策
　　 特 別 交 付 金 0 0 0 0.0

12． 分 担 金 及 び
　　  手 数 料 7,841 8,359 -518 -6.2

13． 使 用 料 及 び
　　 手 数 料 33,837 34,827 -990 -2.8

14． 国 庫 支 出 金 854,807 549,002 305,805 55.7

15． 県 支 出 金 255,902 209,168 46,734 22.3

16． 財 産 収 入 8,344 7,403 941 12.7

17． 寄 附 金 56,139 33,470 22,669 67.7

18． 繰 入 金 106,574 327,694 -221,120 -67.5

19． 繰 越 金 539,807 171,927 367,880 214.0

20． 諸 収 入 160,195 39,080 121,115 309.9

21．　 村　　債 458,425 302,667 155,758 51.5

合　　　計 4,728,386 3,937,441 790,945 20.1

年　　度
款　　別

区　間
令和６年度 令和５年度 比　　較

決算額 決算額 増減額 増減率

１．議会費 62,665 56,817 5,848 10.3

２．総務費 794,465 680,324 114,141 16.8

３．民生費 467,335 465,015 2,320 0.5

４．衛生費 366,830 243,358 123,472 50.7

５．農　林
　水産業費 442,934 373,726 69,208 18.5

６．商工費 83,174 50,261 32,913 65.5

７．土木費 490,370 421,244 69,126 16.4

８．消防費 118,541 112,405 6,136 5.5

９．教育費 558,911 279,153 279,758 100.2

10．災　害
　　復旧費 604,715 235,667 369,048 156.6

11．公債費 477,681 479,664 -1,983 -0.4

12．
　 諸支出金

0 0 0 0.0

13．予備費 171 0 171 0.0

合　　計 4,467,792 3,397,634 1,070,158 31.5

（ 単位：千円・％ ） （ 単位：千円・％ ）歳　入 歳　出

令 和 ６ 年 度 事 業
陸 上 競 技 場 大 規 模 改 修 工 事

２ 億 １ ４ ０ ０ 万 円２ 億 １ ４ ０ ０ 万 円

令和６年度令和６年度

一 般 会 計 決 算 額一 般 会 計 決 算 額



朝
晩
と
冷
え
込
む
日
が
増
え
、
秋
を
飛
び
越
え
、

冬
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、
村
民
の
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

宇
検
村
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
10
月
開
催
の
宇
検

村
国
際
サ
シ
バ
サ
ミ
ッ
ト
を
始
め
、
11
月
の
ど
ん
と

祭
り
な
ど
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
活
気

に
満
ち
た
宇
検
村
の
姿
が
う
か
が
え
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
10
月
に
開
催
し
ま
し
た
、
議
会
報
告
会
に
は

多
く
の
村
民
の
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
り
、
大
変
有
意
義
な
報
告
会
に
な
り
ま
し
た
こ

と
に
対
し
ま
し
て
、
議
員
一
同
心
よ
り
熱
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
頂
き
ま
し
た
ご
意
見
は
、
議

会
で
協
議
し
、
行
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、今
後
も
村
民
の
方
々

に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宇
検
村
議
会
に
対
し
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
●
皆
さ
ま
年
末
年
始
、
何
か
と
ご
多
忙
か
と
存
じ
ま
す
が
、　　

　

体
調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
。　
　

壽
山
新
太
郎
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■発行／宇検村議会 （ 電話：0997 - 67 - 2211　 ・ 　E-mail ： gikaijimukyoku@uken.net ）

各 地 区 で の 開 催 は 以 下 の と お り 実 施 し ま し た 。 　（ ※各日、 午後 7 時 30 分スタート ）

　　　　　　 　10 月 14 日 ( 火 ) 屋鈍集落 、 15 日 ( 水 ) 阿室集落 、 16 日 ( 木 ) 平田集落 、

　　　　　　　　　　17 日 ( 金 ) 名柄校区 、 21 日 ( 月 ) 久志校区 、 22 日 ( 火 ) 田検校区

編

集

後

記

編

集

後

記

曽津高崎線の
完成予定は。

土砂仮置き場の
整地を。

移住者の
受け入れ対策は。

携帯電話や
防災無線が入らない

地域がある。

議

会

報

告

会

・
意

見

交

換

会

議

会

報

告

会

・
意

見

交

換

会

ソテツの
カイガラムシ
被害対策は。

ライドシェアは、
乗りたい時間に

予約しても乗れない。

赤土山トンネルは
実現可能か。

報
告
会
・
意
見
交
換
会
に
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
左
記
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

回 答 を 求 む !
　皆さまから頂いた貴重なご意見・ご要望等につきましては、議
員全員でまとめ、令和 7 年 11 月 11 日（火）に元山村長へ提出し、
11 月 21 日（金）までに回答するよう要請いたしました。
　回答をいただいた後、各区長さんへ内容をお送りいたします。

【 

発
行
責
任
者 

】

　
　

議　

長　
　

喜
島　

孝
行

【 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

】

　
　

委
員
長　
　

壽
山 

新
太
郎

　
　

委　

員　
　

倉
本　

富
夫

　
　

委　

員　
　

川
上　

真
理

元山村長（左）：喜島議長、肥後副議長（右）


